
 

自治振興区活動促進補助金交付申請書 

 

平成 １８ 年 ５月３１日 

 

庄 原 市 長 様 

自治振興区名      敷信自治振興区 

 

申請者（区長）名      清光   幹雄  ○印  

 

連 絡 方 法    （０８２４）７２－０５７１（敷信公民館内） 

 

 

平成１８年度において、地域振興計画に基づく事業を実施したいので、庄原市自治振興区活動促進

補助金交付要綱第４条第１項及び庄原市補助金交付規則第５条第１項の規定に基づき、必要書類を添え

て、補助金の交付を申請します。 

 

平成 １８ 年度 自治振興区活動促進補助金交付申請額 

  ３，０００，０００ 円  

 
（ 補 助 限 度 額 ３，０００，０００ 円 ）  

 

 

《 添 付 書 類 》 

 (1) 事業計画書（活動計画書） 
(2) 収 支 予 算 書 

(3) 地域振興計画書 

(4) 事業費の算出基礎資料（見積書等の写し） 

 



自治振興区活動促進補助金事業計画書（活動計画書） 

１．事業の目的等 

（ 目 的 ） 「わんぱく村」整備事業は、①里山整備を通して敷信自治振興区を構成する１１地区 

 自治会の連携強化を図る。②そして、より住みやすく、より安全安心な地域を作るための、子供も大 

 人も集える活動拠点を整備する。③更に、収益事業を可能とする「わんぱく村」とする。 

（現状・課題） 燃料としての「まき」「たきぎ」「炭」の需要も殆どなくなり、里山は荒廃しています。 

 里山文化という言葉があるように、我々の誇れる文化はこの里山から生まれてものが沢山あります。 

 里山に入らずして（原点を知らずして）文化の伝承はできなくなるという大きな課題です。 

（効果・見通し） 森林浴という言葉は知っているが、体験したことのない人々に、場の提供が可能とな 

 ります。そして、樹木の香気を浴びることで精神的な安らと爽快な気分を得ることができます。 

 

 長期事業になることと思われますが、必ず次代に残せる持続性のある事業となります。 

２．地域振興計画における申請事業の位置付け（該当項目にチェックして下さい。） 

□地域振興計画に基づく事業のひとつである。     事業実施期間（見込み）：  １０年    カ月  

 

３．今年度の事業実施予定期間

 

 着手 ： 平成１８年  月  日  ～   完了 ： 平成２８年   月    日 

４．事 業 の内 容                                               （単位：円） 

 事 業 名 事 業 の 内 容 事 業 費 うち補助対象経費 備 考 

「わんぱく村」整備事業（別紙） ３，８３０，８７５ ３，８３０，８７５  

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

保険福祉事業 

    

合 計 ３，８３０，８７５ ３，８３０，８７５  

補 助 率 ４／５  

 

補助金交付申請額 ３，０００，０００  

 ※参考1 ：事業名には、「教育文化事業」、「産業振興事業」、「保健福祉事業」、「生活環境整備事業」、その他地域

づくりの推進に必要な事業名（区分）を記入します。 

※参考 2 ：補助率は、対象経費の５分の４以内です。１事業あたりの補助限度額は３００万円とし、1,000 円未満の

額は切り捨てて補助金交付申請額を算出します。 

 



自治振興区活動促進補助金収支予算書 

１．事業実施予定期間 

 着手 ： 平成 １８年   月   日  ～   完了 ： 平成 ２８年   月    日

 
 

２．収入の部                                                  （単位：円）

 
 区 分 ・ 内 訳 本年度予算額 前年度予算額 備 考 

 補 助 金 3,000,000  補助率：対象経費×４／５ 

わんぱく村会員会費 ８00,000  ＠10,000×８0 人  

寄付金等 30,875   

     

 収 入 合 計 3,830,875   

 

３．支出の部                                             

     （単位：円）

 
 区 分 ・ 内 訳 本年度予算額 前年度予算額 備      考 

建設機械  バックホー 1,575,000  中古 

運搬車両（ダンプ） 4725,00  中古 

チエンソー・刈払機 511,875  各５台 

簡易水洗トイレ 136,500   

格納庫兼休憩所 1,100,000  間伐材等を有効活用 

格納庫兼休憩所・設計料 35,000   

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

 

支 出 合 計 3,830,875   

 


